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研究成果の概要（和文）：　災害時は、情報要支援者が存在しその問題ごとの配慮や対策が必要であると考えら
れた。直感的迅速避難所情報（水・食糧・生活環境・健康被害）の取得、収集、発信などの検証を繰り返し課題
や解決方法を探求した。近年の防災対策が急激に進んでいることから、人的被害が激減できた場合に減災ケアニ
ーズが急増する可能性も示唆された。具体的な問題解決の前提に、専門領域・分野を越えた協働、利用者のリテ
ラシーと役割に応じた利活用法の教育、社会の傾向を見ながら常に迅速、フレキシブルなものを目指して追求で
きるソーシャルキャピタルとその間にあるコミュニケーションの概念をもってモデル化された。

研究成果の概要（英文）：This research aims to visualize and summarize health security in real time 
with community people who conduct the daily monitoring by using the model in order to protect and 
promote health and safety of people and communities as disaster risk reduction. It is revealed that 
the indicator of model can be divided into “Water, Food, Non-food, Health Environment and Health” 
It that can be used in predicting whether something is likely to occur, which always behind people. 
Their competency lies in collecting information on the items from the view“caring” including IT 
literacy , social capital and communication.  It enables communication in real time and supplies 
relevant information for community people on disaster-prone community.

研究分野： 災害看護学

キーワード： 減災ケア　地域モニタリング　減災看護

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 東日本大震災の課題として、被害状況のデ

ータ収集とアセスメントの不十分さから、震

災直後より様々な支援が集まったにも関わ

らず、十分に分配できていなかった。これら

は、データの出し方とリーズナブルなデータ

を取る術を持っていないという日本独特の

課題といわれている。災害発生直後に全数調

査を行うことよりも直面している健康危機

の情報は急務である。災害時の情報格差の要

因について、当時の資料を鑑みたところ、デ

ータとなるものは多くあったにもかかわら

ず、情報に対するリテラシー、アクセシビリ

ティ、ユーザビリティの 3 つのバリアに対し

て、十分な情報受信が出来ず健康被害増加し

たことも先行研究から明らかとなっていた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、世界の健康危機管理に関わる

国際的な指標のレビューや国内の災害や健

康課題研究から看護による減災すなわち

「減災看護」の構造と枠組みを明らかにし、

減災看護によるアウトカム指標について継

続的にデータを収集・分析しながら、平常

時の地区診断、災害時の迅速な情報基盤を

開発することを目的とした。さらに減災看

護によるアウトカム指標に関する情報収集

システムを構築し、平常時と災害時の運用

を検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
平成26年度は、過去の災害時の経験をも

とに「災害時に直面する看護課題と基本的

な減災看護活動」について、資料収集、シ

ミュレーション訓練、インタビューを行い

ながら減災の視点から看護活動を振り返る

ことにより、平時における地域モニタリン

グ機能を有する減災看護モデルの構築とそ

の変数に資する減災看護の概念を探索した。 
 
４．研究成果 

 東日本大震災の支援が長期化する中、災害

が被災地域に与えたインパクトを、地域健康

福祉システムの観点から多面的に情報の集

約・分析作業を行った。その結果、生活の場

となる避難所のプライマリヘルスケアと、衛

生環境を俯瞰した看護活動の重要性が明ら

かとなった(神原 2012)。更には災害時要配慮

といわれる人ほど情報の入手ができず、災害

時情報要支援者として存在し、リテラシー、

アクセス、人間関係性の問題に分けられ、そ

の問題ごとの配慮や対策が必要であると考

えられた(神原 2013)。そこで先行研究では直

感的迅速避難所情報インデックス（水・食

糧・生活環境・健康被害）を抽出し、避難所

情報アプリ「SHEREPO」のプロトタイプ（下

記図参照）を用いて、2014 年 3月以降、国内

外で実証を繰り返し、課題や解決方法を探求

してきた。 

  

 

「SHEREPO」を用いて、県内外での情報共有

訓練を行い減災ケアのモニタリング方法の

在り方を探求してきた。2013 年に発生した台

風ヨランダによる被害後、JST の緊急共同研

究において代表研究者となり、アテネオデマ

ニラ大学の開発した参加型ハザードマップ

上に搭載し、更に、WHO が開発した災害時感

染症症状迅速収集フォーム(SPEED)を追加し、

国際緊急支援チームの共通指標の統合し台

風多発地域で実証し継続利用している。それ

を用いて、ネパール大地震後 2015 年 4 月か

ら半年間、現地の看護協会とともに、地域看

護師への疫学教育及びサーベイランスシス

テムへの報告を行い感染症予防に取り組ん

だ。これらの研究で導かれた枠組みは、国連

国際防災戦略事務局(UNISDR)により国連防

災 Global Platform にて Risk Award 2017 を



受賞し、グローバル汎化できるものを目指せ

ると評価された(UNISDR 2017)。これは人間

中心の防災に対する先進的な取組として現

在もネパールとフィリピンで開発研究を継

続しており、本研究の課題提起となっている。

最近では、山口らと、IoT/BD/AI 情報プラッ

トフォーム社会実装推進事業の中で協働し、

本研究を看護に特化した内容として還元す

ることを目指している。一方で、学内研究費

を利用し、研究課題対象をもつ高知県を「リ

サーチステーション」としてオープンな研究

の場として捉え、対象や介入時期に幅を持た

せ、連続的に課題を発掘、解決し、産官学連

携・協働の場とし、現在は住民、特に要配慮

者とのワークショップや訓練を繰り返し、参

加型地域研究方法の革新と減災ケア行動を

探求してきている。 

災害時のケア情報共有に関する課題につい

て主な共通点をまとめると、１）居住地の移

動により災害前の情報が（役に立った）ない、

２）IT インフラが不確実、３）データのア

クセシビリティが不明、４）看護・住民のイ

ンサイト、ともに可視化しにくい、５）時間

差のある情報の俯瞰的表出、６）情報の重複

の判別、７）信頼性と妥当性の確保、８）情

報を報告する（共有する）クロスカットポイ

ント、９）脆弱な人ほど見落とされる、１０）

改善された時の未報告などが明らかとなっ

た(神原ら 2015)。その解決策として、①多様

な質的情報から重要な事項の抽出が望まし

い、②緊急時に即座に利活用できる知識・技

術を備える、③要配慮者に到達するための情

報収集の戦略を明確にする、④送信者と受信

者の間の信頼関係、特にメッセージが真剣に

受信者に受け入れられること、などが重要と

考えられた（Kanbara 2017）。一方、石峯ら

が、近年の熊本地震での避難所アセスメン

ト・システムの利用結果を分析したところ、

手入力した指定避難所以外の避難所の名

称・位置情報が正確でなかったために、同一

の避難所情報として追跡できていないとい

う疫学に必要不可欠な情報を揺るがす根本

的な課題が明らかとなった(2017)。また、秋

山らの南海トラフ地震被害想定データによ

るシミュレーションにおいて、発災時刻・季

節により被害が多様である上に、近年の防災

対策が急激に進んでいることから、人的被害

が激減できた場合に減災ケアニーズが急増

する可能性も示唆された(2017)。これらの事

から、具体的な問題解決の前提に、専門領

域・分野を越えた協働、利用者のリテラシー

と役割に応じた利活用法の教育、更には減災

対策ではなく生活としての涵養、未来の担い

手の利便性、グローバル化への対応を意識し

ていくことなどの視点をもって、社会の傾向

を見ながら常に迅速、フレキシブルなものを

目指して追求し続けることが大事であると

考えた（Kanbara 2017）。 
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